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ブリン形成までの時間を計測する clotting assayを行った。また、それぞれの薬剤について、 








法で測定されたアフィニティーが clone1849 と比し 76%程度に保たれており、human TF 
activity assayが 98.5%と、ほとんど凝固活性に影響のなかった抗 TF抗体 clone 1859を選
択した。次に、その IgG、F(ab’)2、Fab’をそれぞれ付加した anti-TF1859-NC-6300を 3種
類（anti-TF1859IgG-NC-6300、anti-TF1859F(ab)’2-NC-6300、anti-TF1859Fab’-NC-6300）
作成した。3 種類のミセルのサイズはおよそ 50-60nm であった。Flow cytometry では、
anti-TF1859-NC-6300は抗体の形状にかかわらず、TF高発現ヒト膵がん細胞株 BxPC3に
おいて高い結合性を示し、TF 低発現ヒト膵がん細胞株 SUIT2 ではその結合性は見られな
かった。また、in vitro における殺細胞効果では、BxPC3 において抗体の形状にかかわら












でサイズは 50-60nm 程度であった。50nm である従来の NC-6300 に比し、サイズの増大
による EPR 効果の減弱を危惧していたが、このサイズでは EPR 効果には影響しないもの
と考えられた。Anti-TF1859-NC-6300は in vivoにおいて、抗体の形状によらず、NC-6300
に比し腫瘍増殖抑制効果の増強を示した。NC-6300 に付加する抗 TF 抗体は、製造工程が
簡易であることを加味し、IgGが最良であると思われた。 
本研究における限界として、マウス血漿と用いた抗ヒト TF抗体は交差反応を示さないた






に付加する抗 TF抗体は、whole IgGが適切であると考えられた。 
